
トンネル支柱打ち込み機の作業能率と作業負担

［要約］トンネル支柱打ち込み機は１人作業が可能であり、２人で行う慣行作業に比

べて延べ作業時間を６５％削減でき、作業姿勢が改善され、心拍数増加率を20ポイン

ト低くできる。
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対象作目 野 菜 専門項目 施設・機械 成果分類 技術改良

［背景・ねらい］

水稲点播直播と露地野菜の複合経営において、水田後作リーフレタストンネル栽培の

省力化を図るため、リーフレタストンネル栽培のトンネル支柱打ち込み作業における支

柱打ち込み機の作業能率および作業負担について明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．支柱打ち込み機は１人作業が可能であり、Ａ社製の支柱打ち込み機は、動力運搬車

を利用して２人で行う慣行作業に比べ、延べ作業時間を６５％削減できる（表１）。

２．支柱打ち込み機利用は、慣行作業において32％出現した前傾角45度以上またはそん

踞姿勢がなくなり、作業姿勢が改善される。ステアリング機能を持つＡ社製支柱打ち

込み機は心拍数増加率を慣行より20ポイント低くできるが、ステアリング機能がなく

機体を抱え上げて旋回や条合わせを行うＫ社製は、心拍数増加率が慣行作業と同等で

ある（表２、図１）。

［成果の活用面・留意点］

１．野菜生産における省力化・軽作業化技術の資料として活用できる。



［具体的データ］

表１ トンネル支柱の打込作業能率（平成11年、12年）
作業速度 作業幅 作業員 作業時間の内訳(hr/10a) 延作業時間
(m/s) (ｍ) (人) 支柱打込 旋回 支柱補給 合計 (hr/10a)

K社製支柱打込機 0.10 1.4 1 1.98 0.29 0.30 2.57 2.57

A社製支柱打込機 0.11 1.4 1 1.80 0.36 0.20 2.36 2.36

慣行(T ) 0.07 1.4 2 2.83 0.41 0.20 3.44 6.88社製動力運搬車利用

注）1.供試区画：25m×5.6m(4畝)

2.・K社製支柱打込機(TP-120ＦA､650 )：走行部はタイヤ。ステアリング機能なし。千円

・A社製支柱打込機：運搬車(XGH500HW､ )に支柱打込機(AK120R､ )を装着。680 365千円 千円
走行部はクローラ。ステアリング機能あり。

・T社製動力運搬車(L250､336 )：走行部はタイヤ。ステアリング機能あり。千円

表２ 作業姿勢出現割合および心拍数増加率(平成11年、12年)
作 業 姿 勢 出 現 割 合 心拍数

増加率前傾角 0～10度 前傾角10～45度 前傾角45度以上
(％) (％) (%) (%)またはそん踞

K社製支柱打込機 73.7 26.3 0 50.7

A社製支柱打込機 78.8 21.2 0 29.7

慣行(T ) 35.2 32.4 32.4 49.6社製動力運搬車利用

注）1.心拍数増加率＝{(作業時心拍数/安静時心拍数)-1} 100×
2.被験者：男性、41歳、160㎝、53㎏

図１ Ａ社製支柱打込機のﾄﾝﾈﾙ支柱打ち込み作業
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